
T平和の尊さ」学んできます
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
職
員
（
左
）
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
の
社
　
る
。

会
情
勢
な
ど
を
聞
く
中
学
生
ら
＝
赤
磐
市
役
所

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
交
流
の
輪

を
さ
ら
に
広
げ
よ
う
と
、

連
携
協
定
を
結
ぶ
赤
磐
市

に
参
加
を
打
診
。
市
が
希

望
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、

市
内
の
中
学
生
2
3
人
が
手

を
挙
げ
、
志
望
理
由
な
ど

か
ら
３
年
生
の
男
女
５
人

を
週
ん
だ
。
中
学
高
校
生

会
の
メ
ン
バ
ー
４
人
や
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
菅
波

茂
代
表
ら
と
と
も
に
渡

中
部
の
都
市
ポ
ロ
ン
ナ
ル

ワ
な
ど
に
滞
在
す
る
。
　

　
現
地
の
学
校
「
ロ
イ
ヤ

ル
セ
ン
ト
ラ
ル
カ
レ
ッ
ジ

・
ポ
ロ
ン
ナ
ル
ワ
」
の
寮

で
、
同
国
の
生
徒
た
ち
と

寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
、

平
和
の
構
築
な
ど
を
テ
ー

マ
に
意
見
を
交
換
。
サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
だ
り
、
日
本
文
化

を
紹
介
し
た
り
し
て
、
両

・
国
の
親
交
を
深
め
る
。

紛
争
跡
残
る
ス
リ
ラ
ン
カ
訪
問

現
地
の
子
と
交
流

　
赤
磐
市
の
中
学
生
５
人
が
3
1
日
か
ら
、

民
族
紛
争
の
傷
跡
が
今
も
残
る
イ
ン
ド
洋

の
島
国
ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪
れ
、
平
和
の
尊

さ
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。
国
際
医
療
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
（
岡
山

市
）
が
同
国
で
続
け
る
復
興
支
援
活
動
に

同
行
。
現
地
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
す
る

な
ど
、
机
上
で
は
習
得
が
難
し
い
国
際
感

覚
を
身
に
付
け
る
。
（
伊
東
圭
一
）

Ａ
行
Ｄ
同
Ｍ
動
Ａ
活

　
６
月
下
旬
に
赤
磐
市
役

所
で
勉
強
会
が
あ
り
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
職
員
が
ス
リ
ラ
ン

カ
の
社
会
情
勢
な
ど
を
解

説
。
「
敵
対
し
て
い
た
民

族
間
の
不
信
感
は
今
も
根

強
い
。
偏
見
の
な
い
日
本

の
若
者
が
相
互
理
解
の
仲

立
ち
と
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
た
。

　
桜
が
丘
中
３
年
新
田
光

璃
さ
ん
（
1
4
）
は
「
言
葉
は

十
分
に
通
じ
な
く
て
も
笑

顔
を
忘
れ
ず
積
極
的
に
交

流
し
、
自
分
に
で
き
る
国

際
貢
献
を
」
と
話
し
て
い

た
。

-

　
ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
民
族
年
か
ら
医
療
支
援
活
動
を

対
立
に
よ
っ
て
１
９
８
３
展
開
。
1
5
年
か
ら
は
「
Ａ

年
か
ら
２
０
０
９
年
ま
で
Ｍ
Ｄ
Ａ
中
学
高
校
生
会
」

内
戦
が
続
き
、
1
0
万
人
以
が
同
国
を
訪
れ
、
相
互
理

上
が
死
亡
し
た
と
さ
れ
解
の
大
切
さ
な
ど
を
伝

る
。
「
相
互
扶
助
」
を
理
え
、
平
和
の
構
築
に
つ
な

念
と
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
0
3
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
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